
第 72 期

定 時 株 主 総 会　
招 集 ご 通 知
株式会社WDI
証券コード：3068

第１号議案　剰余金処分の件
第２号議案　取締役5名選任の件

議 案

東京都港区虎ノ門二丁目2番1号
住友不動産虎ノ門タワー（旧JTビル）2階
ベルサール虎ノ門

場 所

2026年６月26日（金曜日）午前10時
（受付開始：午前9時30分）

日 時

今年から会場を変更しております。
末尾の会場ご案内図をご参照のうえ、
お間違えのないようご注意ください。
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表紙*電子提供措置・アクセス通知用*



お手数ながら本招集ご通知とあわせてお送り
する議決権行使書用紙を会場受付にご提出く
ださいますようお願い申し上げます。

お手数ながら株主総会参考書類をご検討のう
え、本招集ご通知とあわせてお送りする議決
権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示い
ただき、ご返送くださいますようお願い申し
上げます。

５ページの案内に従って、議案の賛否をご入
力ください。

書面（郵送）で
議決権を行使される場合

インターネットで
議決権を行使される場合

株主総会に
ご出席される場合

2026年6月26日（金曜日）
午前10時（受付開始：午前9時30分）

開催
日時

2026年6月25日（木曜日）
午後6時 到着分まで

行使
期限

2026年6月25日（木曜日）
午後6時 入力完了分まで

行使
期限

議 決 権 行 使 に つ い て

清水 謙株式会社WDI
代表取締役社長

株 主 の 皆 様 へ
　株主の皆様におかれましては、格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
当社第72期定時株主総会招集ご通知をお届けいたします。

　2025年度の当社グループは、過去最高売上となる連結売上高340億円を達成す
ることができました。これは、国内9店舗という近年では最多となる積極的な出店
を進めたことに加え、4,000万人を超えたインバウンド需要を取り込むことができ
たこと、そして何よりも2025年度から経営計画のテーマとして掲げている「信頼
されるブランド創り」に全力で取り組んだことがこの成果に繋がったと考えており
ます。
　この「信頼されるブランド創り」というテーマは、当社グループが手掛ける様々
なブランドに対するお客様からの信頼を一層高くすることを目的としたものであり、
この目的を実現するため、当社グループでは全社横断となる「Brand Lab 
Project」を立ち上げました。これは、各ブランドの歴史や想い、ストーリーを従
業員全員が改めて共有し、共通認識として深め、その共通認識に基づいてWDIの根
幹であるホスピタリティを発揮することで、WDIの未来を育んでいくプロジェクト
であります。
　当社グループではこれからも、「ダイニングカルチャーで世界をつなぐ」を企業
理念として、ひとつでも多くの「しあわせが出逢うテーブル。」の創出を持続して
いくため、「信頼されるブランド創り」に積極的に取り組んでまいります。

　株主の皆様におかれましては、今後とも当社グループ各店舗に対して変わらぬご
愛顧を賜りますよう、お願い申し上げます。
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株主の皆様へ
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狭義招集

株 主 各 位
　

証券コード 3068
2026年６月11日

(電子提供措置の開始日 2026年６月４日)

東京都港区虎ノ門二丁目４番７号

株 式 会 社  Ｗ D I
代表取締役社長 清 水   謙

当社ウェブサイト

https://www.wdi.co.jp/ir/soukai.html

東京証券取引所ウェブサイト（東証上場会社情報サービス）

https://www2.jpx.co.jp/tseHpFront/JJK010010Action.do?Show=Show
（上記の東証ウェブサイトにアクセスいただき、「銘柄名（会社名）」に「WDI」または「コード」に当社証券コード「3068」を入力・検索し、
「基本情報」「縦覧書類/PR情報」を順に選択して、「縦覧書類」にある「株主総会招集通知/株主総会資料」欄よりご確認ください。）

第 72 期  定 時 株 主 総 会  招 集 ご 通 知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申しあげます。
　さて、当社第72期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご通知申しあげます。
　本株主総会の招集に際しては、株主総会参考書類等の内容である情報（電子提供措置事項）について電子提
供措置をとっており、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しておりますので、以下のウェブサイトに
アクセスのうえ、ご確認くださいますようお願い申しあげます。

　また、電子提供措置事項は、当社ウェブサイトのほか、東京証券取引所（東証）のウェブサイトにも掲載し
ておりますので、以下よりご確認ください。

　なお、当日ご出席されない場合は、インターネットまたは書面（郵送）により議決権を行使することができ
ますので、お手数ながら株主総会参考書類をご検討のうえ、2026年６月25日（木曜日）午後６時までに議決
権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

敬　具
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狭義招集

1. 日 時 2026年６月26日（金曜日）午前10時（受付開始：午前９時30分）
2. 場 所 東京都港区虎ノ門二丁目２番１号

住友不動産虎ノ門タワー（旧ＪＴビル）２階　ベルサール虎ノ門
（会場が前回と異なっておりますので、末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照いた

だき、お間違えのないようご注意ください。）
3. 目 的 事 項

報 告 事 項 1. 第72期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）事業報告、連結計算書類ならび
に会計監査人及び監査役会の連結計算書類監査結果報告の件

2. 第72期（2025年４月１日から2026年３月31日まで）計算書類報告の件
決 議 事 項

第１号議案 剰余金処分の件
第２号議案 取締役５名選任の件

4. 招集にあたっての決定事項（議決権行使についてのご案内）
　議決権行使書面において、各議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の意思表示があったものとし
て取り扱わせていただきます。

 

記

以　上

○株主総会にご出席の株主様へのお土産のご用意はございません。

○当日ご出席の際は、お手数ながら議決権行使書用紙を会場受付にご提出くださいますようお願い申しあげま
す。

○本株主総会においては、書面交付請求の有無にかかわらず、一律に電子提供措置事項を記載した書面をお送
りいたします。
　また、電子提供措置事項のうち、次の事項につきましては、法令及び当社定款の規定に基づき、お送りす
る書面には記載しておりません。なお、監査役及び会計監査人は次の事項を含む監査対象書類を監査してお
ります。
　事業報告の「主要な事業内容」「主要な営業所」「使用人の状況」「主要な借入先の状況」「その他企業
集団の現況に関する重要な事項」「株式の状況」「新株予約権等の状況」「会計監査人の状況」「業務の適
正を確保するための体制及び当該体制の運用状況」「会社の支配に関する基本方針」、連結計算書類の「連
結株主資本等変動計算書」「連結注記表」、計算書類の「株主資本等変動計算書」「個別注記表」。

○電子提供措置事項に修正が生じた場合は、上記インターネット上の各ウェブサイトにおいて、その旨、修正
前の事項及び修正後の事項を掲載いたします。
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議決権行使についてのご案内

議 決 権 行 使 に つ い て の ご 案 内

株主総会に
ご出席される場合

書面（郵送）で
議決権を行使される場合

インターネットで
議決権を行使される場合

本招集ご通知とあわせてお送り
する議決権行使書用紙を会場受
付にご提出ください。

本招集ご通知とあわせてお送り
する議決権行使書用紙に議案に
対する賛否をご表示のうえ、切
手を貼らずにご投函ください。

次のページの案内に従って、議
案の賛否をご入力ください。

日 時

2026年6月26日  (金曜日)
午前10時
(受付開始：午前９時30分)

行使期限

2026年6月25日  (木曜日)
午後６時 到着分まで

行使期限

2026年6月25日  (木曜日)
午後６時 入力完了分まで

株主総会における議決権は、株主の皆様の大切な権利です。
株主総会参考書類をご検討のうえ、議決権を行使してくださいますようお願い申しあげます。

議決権を行使する方法は、以下の３つの方法がございます。

○○○○○○○

議決権行使書

××××年××月××日

議　決　権　の　数

御中

XX 個

基準日現在のご所有株式数

議 　 決 　 権 　 の 　 数

XX 株

XX 個

1.　

2.　

○○○○○○○

XXXXX
仮パスワード

ログインID
XXXX-XXXX-XXXX-XXX

※議決権行使書用紙はイメージです。

議 決 権 行 使 書 用 紙 の ご 記 入 方 法 の ご 案 内

こちらに議案の賛否をご記入ください。

一部の候補者に
反対する場合

の欄に〇印をし、反対する
候補者の番号をご記入ください。賛

全員反対する場合 の欄に〇印否
全員賛成の場合 の欄に〇印賛

反対する場合 の欄に〇印否
賛成の場合 の欄に〇印賛

第１号議案

第２号議案

　書面（郵送）及びインターネットの両方で議決権行使をされた場合は、インターネットによる議決権行使を有効
な議決権行使としてお取り扱いいたします。また、インターネットにより複数回、議決権行使をされた場合は、最
後に行われたものを有効な議決権行使としてお取り扱いいたします。

※各議案に対する賛否の表示がない場合は、賛成の表示があったものとしてお取り扱いいたします。
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インターネットによる議決権行使のご案内

インターネットによる議決権行使のご案内

QRコードを読み取る方法 ログインID・仮パスワードを入力する方法

議決権行使書用紙に記載のログインID、仮パスワードを入力する
ことなく、議決権行使サイトにログインすることができます。

議決権行使
ウェブサイト › https://evote.tr.mufg.jp/
　

※「QRコード」は株式会社デンソーウェーブの登録商標です。

議決権行使書用紙に記載のQRコードを読み取ってください。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。

1

2

XXXX-XXXX-XXXX-XXX

XXXXX

1.　

2.　

○○○○○○○

議　決　権　の　数
議 　 決 　 権 　 の 　 数

基準日現在のご所有株式数

株　主　総　会　日

××××年××月××日

XX 個

御中○○○○○○○
議 決 権 行 使 書

XX 個

XX 株

ログイン用QRコード
ログインID

仮パスワード

見 本

見 本

議決権行使ウェブサイトにアクセスしてください。1

※操作画面はイメージです。

以降は画面の案内に従って賛否をご入力ください。3

議決権行使書用紙に記載された「ログインID・仮パスワー
ド」を入力しクリックしてください。

2

「ログインID・
　仮パスワード」を
　入力

「ログイン」を
　クリック

インターネットによる議決権行使で
パソコンやスマートフォンの操作方法などが
ご不明な場合は、右記にお問い合わせください。

三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部　ヘルプデスク
0120－173－027

（通話料無料／受付時間 ９：00～21：00）
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剰余金処分議案

第 1 号 議 案

1
配当財産の種類
金銭といたします。

2
配当財産の割当てに関する事項及びその総額
当社普通株式１株につき、金17円といたしたい
と存じます。
この場合の配当総額は106,513,330円となりま
す。

3
剰余金の配当が効力を生じる日
2026年6月29日といたしたいと存じます。

　
2022年度 2023年度

15

12

2024年度

１７

2025年度

１７

配当金の推移
普通配当

（単位：円）

株 主 総 会 参 考 書 類

剰余金処分の件
　当社は、株主の皆様への利益還元を経営上の重要課題のひとつと位置付けております。
　第72期の期末配当につきましては、当事業年度の業績ならびに今後の事業展開等を勘案いたしまして、
以下のとおりといたしたいと存じます。
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取締役選任議案

第 2 号 議 案

候補者番号 氏名 現在の当社における地位・担当 取締役会出席状況

1
　

し

清
みず

水
 

 
よう

洋
じ

二 再任

　
取締役会長 19/19

2
　

し

清
みず

水
 

 
けん

謙 再任

　
代表取締役社長 19/19

3
　

さ

佐
さ

々
き

木
 

 
とも

智
はる

晴 再任

　
取締役
管理本部本部長 19/19

4
　

なか

中
たに

谷 
いわお

巌 再任 社外

　
社外取締役 18/19

5
　

あ

阿
べ

部
 

 
けい

佳 再任 社外

　
社外取締役 19/19

取締役５名選任の件
　取締役 清水洋二、清水謙、佐々木智晴、中谷巌及び阿部佳の各氏が、本総会の終結の時をもって任期満了となり
ます。つきましては、取締役５名の選任をお願いするものであります。
　取締役候補者は、次のとおりであります。
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取締役選任議案

候補者番号

1
　

し

清
みず

水
 

 
よう

洋
じ

二
生年月日 1941年1月26日

再任

　

所有する当社の株式数 586,740株
当社における地位・担当 取締役会長
取締役会出席状況 19/19回（100％）　

略歴 重要な兼職の状況
    1963年    4 月 東急不動産株式会社 入社
    1969年    4 月 中央興行株式会社 入社

同社 代表取締役
    1971年    5 月 当社 代表取締役社長
    1979年    8 月 WDI International, Inc.取締役
    2000年    10月 当社 代表取締役会長兼C.E.O.
    2008年    6 月 当社 取締役会長（現任）
    2017年    6 月 株式会社WDI JAPAN 取締役

該当事項はありません。

取締役候補者とした理由
　清水洋二氏は、創業当初より当社の経営に携わり、当社グループの企業価値向
上に向けて強いリーダーシップを発揮しております。経営者として豊富な経験と
幅広い見識を有しており、当社グループの企業価値向上と持続的な成長のために
適切な人財と判断し、引き続き、取締役として選任をお願いするものでありま
す。

役員等賠償責任保険契約について
　当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責
任保険契約を締結しており、同保険契約においては、当社取締役を含む被保険者
の職務遂行上の過失等を理由とする法律上の損害賠償責任に関わる損害を当該保
険契約によって補填することとしております。清水洋二氏の再任が承認された場
合は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時に
おいても同内容での更新を予定しております。

候補者と当社との間の特別の利害関係について
　清水洋二氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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取締役選任議案

候補者番号

2
　

し

清
みず

水
 

 
けん

謙
生年月日 1968年6月23日

再任

　

所有する当社の株式数 154,400株
当社における地位・担当 代表取締役社長
取締役会出席状況 19/19回（100％）　

略歴 重要な兼職の状況
    1992年    4 月 株式会社さくら銀行 入行
    1993年    6 月 Soken Corp.代表取締役社長（現任）
    1998年    5 月 当社 入社 取締役
    2002年    7 月 WDI International, Inc.取締役
    2003年    4 月 当社 代表取締役社長兼C.O.O.
    2003年    12月 P.T. WDI Indonesiaコミッショナー（現任）
    2008年    6 月 当社 代表取締役社長（現任）
    2009年    12月 株式会社WDI JAPAN 代表取締役（現任）
    2014年    1 月 株式会社Wolfgang's Steakhouse JAPAN

代表取締役（現任）
    2018年    6 月 株式会社プロネクサス 社外取締役（現任）
    2019年    1 月 WDI UK Ltd. 取締役（現任）
    2019年    3 月 株式会社FUJIN TREE JAPAN

代表取締役（現任）
    2022年    11月 株式会社WDI Dim Sum Japan

代表取締役（現任）

株式会社WDI JAPAN　代表取締役、
P.T. WDI Indonesia　コミッショナー、
WDI UK Ltd.　取締役、

取締役候補者とした理由
　清水謙氏は、2003年より当社の代表取締役社長として、当社グループの企業
価値向上に向けて強いリーダーシップを発揮しております。経営者として豊富な
経験と幅広い見識を有しており、当社グループの企業価値向上と持続的な成長の
ために適切な人財と判断し、引き続き、取締役として選任をお願いするものであ
ります。

役員等賠償責任保険契約について
　当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責
任保険契約を締結しており、同保険契約においては、当社取締役を含む被保険者
の職務遂行上の過失等を理由とする法律上の損害賠償責任に関わる損害を当該保
険契約によって補填することとしております。清水謙氏の再任が承認された場合
は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時にお
いても同内容での更新を予定しております。

候補者と当社との間の特別の利害関係について
　清水謙氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。

株式会社Wolfgang's Steakhouse JAPAN　代表取締役、
株式会社プロネクサス　社外取締役
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取締役選任議案

候補者番号

3
　

さ

佐
さ

々
き

木
 

 
とも

智
はる

晴
生年月日 1966年11月10日

再任

　

所有する当社の株式数 10,900株
当社における地位・担当 取締役、管理本部本部長
取締役会出席状況 19/19回（100％）　

略歴 重要な兼職の状況
    1989年    4 月 株式会社太陽神戸銀行 入行
    2000年    3 月 株式会社シュウウエムラシステム 入社
    2001年    2 月 当社 入社
    2003年    4 月 当社 執行役員

当社 管理本部本部長（現任）
    2006年    6 月 当社 取締役（現任）
    2009年    12月 株式会社WDI JAPAN 取締役（現任）
    2014年    1 月 株式会社Wolfgang's Steakhouse

JAPAN 監査役（現任）
    2019年    3 月 株式会社FUJIN TREE JAPAN 監査役（現任）
    2021年    2 月 WDI International, Inc. 取締役（現任）
    2022年    11月 株式会社WDI Dim Sum Japan 監査役（現

任）

株式会社WDI JAPAN　取締役、
WDI International, Inc.　取締役、
株式会社Wolfgang's Steakhouse JAPAN

取締役候補者とした理由
　佐々木智晴氏は、金融機関で培った豊富な経験をもとに、2003年より管理本
部本部長を務め、2006年より当社取締役として経営に携わっております。豊富
な経験と企業経営に関する幅広い知見を有しており、当社グループの企業価値向
上と持続的な成長のために適切な人財と判断し、引き続き、取締役として選任を
お願いするものであります。

役員等賠償責任保険契約について
　当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責
任保険契約を締結しており、同保険契約においては、当社取締役を含む被保険者
の職務遂行上の過失等を理由とする法律上の損害賠償責任に関わる損害を当該保
険契約によって補填することとしております。佐々木智晴氏の再任が承認された
場合は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時
においても同内容での更新を予定しております。

候補者と当社との間の特別の利害関係について
　佐々木智晴氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。

監査役
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取締役選任議案

候補者番号

4
　

なか

中
たに

谷
 

 
いわお

巌
生年月日 1942年1月22日

再任

　
社外

　

所有する当社の株式数 2,000株
当社における地位・担当 社外取締役
取締役会出席状況 18/19回（94.7％）

在任期間 23年　

略歴 重要な兼職の状況
    1965年    4 月 日産自動車株式会社 入社
    1971年    7 月 ハーバード大学 経済学部助手
    1973年    7 月 同大学 経済学部講師及び研究員
    1974年    7 月 大阪大学 経済学部助教授
    1984年    4 月 同大学 経済学部教授
    1991年    10月 一橋大学 商学部教授
    1999年    6 月 ソニー株式会社 取締役
    1999年    7 月 多摩大学 経営情報学部教授
    2000年    4 月 株式会社三和総合研究所 理事長
    2000年    10月 アスクル株式会社 取締役
    2001年    9 月 多摩大学 学長

同大学 教授
同大学 ルネッサンスセンター長

    2003年    3 月 当社 社外取締役（現任）
    2005年    6 月 富士火災海上保険株式会社 取締役
    2007年    4 月 株式会社スカパーJSATホールディングス

社外取締役
    2010年    4 月 一般社団法人不識庵 理事長
    2018年    4 月 株式会社不識庵 代表取締役（現任）

株式会社不識庵　代表取締役

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
　中谷巌氏は、社外取締役候補者であります。同氏は、学識者や経営者としての
豊富な経験と知見を有しており、現に当社経営に対する適切な監督を行っている
ことから、引き続き社外取締役として取締役の職務執行に対する監督、助言等い
ただくことを期待したためであります。

独立性について
　当社は、中谷巌氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出てお
ります。同氏の再任が承認された場合は、当社は引き続き同氏を独立役員とする
予定であります。

責任限定契約について
　当社と社外取締役候補者中谷巌氏は、会社法第427条第１項の規定に基づき、
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契
約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項各号に定める金額の
合計額としております。同氏の再任が承認された場合、当社は同氏との間の当該
契約を継続する予定であります。

役員等賠償責任保険契約について
　当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責
任保険契約を締結しており、同保険契約においては、当社取締役を含む被保険者
の職務遂行上の過失等を理由とする法律上の損害賠償責任に関わる損害を当該保
険契約によって補填することとしております。中谷巌氏の再任が承認された場合
は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時にお
いても同内容での更新を予定しております。

候補者と当社との間の特別の利害関係について
　中谷巌氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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取締役選任議案

候補者番号

5
　

あ

阿
べ

部
 

 
けい

佳
生年月日 1959年10月26日

再任

　

社外

　

所有する当社の株式数 －株
当社における地位・担当 社外取締役
取締役会出席状況 19/19回（100％）

在任期間 2年　

略歴 重要な兼職の状況
    1982年    4 月 株式会社パルコ 入社
    1983年    9 月 財団法人幼児開発協会 入社
    1984年    10月 同財団 企画室長
    1992年    1 月 ヨコハマグランドインターコンチネンタル　　

ホテル 入社
    1995年    3 月 同ホテル ヘッドコンシェルジュ
    1995年    7 月 レ・クレドールシンガポールジャパンブランチ

正会員
    1997年    1 月 レ・クレドールインターナショナル 正会員
    1998年    4 月 レ・クレドールジャパン プレジデント
    2002年    12月 グランドハイアット東京 入社

チーフコンシェルジュ
    2011年    3 月 レ・クレドールジャパン 名誉会員（現任）
    2014年    4 月 レ・クレドールインターナショナル

名誉会員（現任）
    2015年    4 月 明海大学 ホスピタリティ・ツーリズム学部 　

教授
    2015年    4 月 同大学 ホスピタリティ・ツーリズム総合研究所 

研究員（現任）
    2017年    4 月 同大学 ホスピタリティ・ツーリズム総合研究所 

所長
    2023年    6 月 合同会社ケイプラス 代表社員（現任）
    2024年    6 月 当社 社外取締役（現任）
    2025年    4 月 明海大学 ホスピタリティ・ツーリズム学部 　

特任教授（現任）

レ・クレドールジャパン 名誉会員、
レ・クレドールインターナショナル 名誉会員、
明海大学 ホスピタリティ・ツーリズム学部
特任教授、明海大学 ホスピタリティ・ツーリズ
ム総合研究所 研究員、合同会社ケイプラス 代表
社員

社外取締役候補者とした理由及び期待される役割の概要
　阿部佳氏は、社外取締役候補者であります。同氏は、日本を代表するホテルコ
ンシェルジュであり、コンシェルジュの国際組織「レ・クレドール」の名誉会員
に選ばれる等、内外で大変高い評価を得ており、ホスピタリティやツーリズムに
おいて優れた知見を有しており、現に当社経営に対する適切な監督を行っている
ことから、引き続き社外取締役として取締役の職務執行に対する監督、助言等い
ただくことを期待したためであります。

独立性について
　当社は、阿部佳氏を東京証券取引所の定めに基づく独立役員として届け出てお
ります。同氏の再任が承認された場合は、当社は引き続き同氏を独立役員とする
予定であります。

責任限定契約について

　当社と社外取締役候補者阿部佳氏は、会社法第427条第１項の規定に基づき、
同法第423条第１項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契
約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項各号に定める金額の
合計額としております。同氏の再任が承認された場合、当社は同氏との間の当該
契約を継続する予定であります。

役員等賠償責任保険契約について
　当社は、保険会社との間で会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責
任保険契約を締結しており、同保険契約においては、当社取締役を含む被保険者
の職務遂行上の過失等を理由とする法律上の損害賠償責任に関わる損害を当該保
険契約によって補填することとしております。阿部佳氏の再任が承認された場合
は、当該保険契約の被保険者となります。また、当該保険契約は次回更新時にお
いても同内容での更新を予定しております。

候補者と当社との間の特別の利害関係について

　阿部佳氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
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スキルマトリックス

当社取締役及び監査役のスキルマトリックス
　第２号議案が原案どおり承認可決された場合の、当社の取締役及び監査役が有するスキル等は、以下のとおりで
す。

氏名 役職 企業経営 グローバル 財務会計、
内部統制

マーケティング、
店舗開発

法務、
コンプライアンス HR

清水 謙 代表取締役 ● ● ●

清水 洋二 取締役 ● ● ●

佐々木 智晴 取締役 ● ● ● ●

堀内 順 取締役 ● ● ● ●

中谷 巌 取締役（社外） ● ● ● ●

阿部 佳 取締役（社外） ● ● ●

松尾 欣治 監査役（社外） ● ● ●

藤本 幸一 監査役（社外） ● ● ●

田島 弓子 監査役（社外） ● ● ●

（注）各氏が有するスキル等のうち、特に期待されるもの最大4つに●印を付しております。

以　上
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当事業年度の事業の状況*(1)*

事 業 報 告 （2025年４月１日から2026年３月31日まで）

売上高 営業利益

34,518 百万円（前期比 8.0%増） 1,272 百万円（前期比 69.9%増）

経常利益 親会社株主に帰属する当期純利益

1,385 百万円（前期比 97.7%増） 235 百万円（前期比 74.6％減）

企業集団の現況
(１) 当事業年度の事業の状況

❶ 事業の経過及び成果
　当連結会計年度におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善により、緩やかな回復基調で推移いたしました。しかしながら、
物価上昇が継続していることから、個人消費は伸び悩んでいる状況が続いていると思われます。
　海外経済におきましては、地政学的リスクの高まりや資源・エネルギー価格高騰に加え、国際物流への影響も懸念され、先行き
不透明な状況が続いております。
　外食産業におきましては、訪日外国人の増加によるインバウンド消費の拡大などを背景に、全体としては堅調に推移いたしまし
た。一方で、原材料及びエネルギー価格高騰に加え、物流費や建築費の上昇、さらに人手不足に伴う人件費の増加など、厳しい経
営環境が続いております。
　このような状況の中、当社グループは今年度より「信頼されるブランド創り」を重点テーマに掲げ、各ブランドの独自性をさら
に高め、お客様にとって店舗での時間が「感動体験」となることを引き続き目指してまいります。
　あわせて、ブランド価値の向上を図るため、「各ブランドらしいQ.S.C.A（クオリティ、サービス、クレンリネス、アトモスフ
ィア）の向上」、「従業員が誇ることができる職場環境の構築」、「お客様と感動を共有する体験の提供」などの施策に継続して
取り組んでおります。
　新規出店につきましては、国内において「カプリチョーザ」を大阪市北区のKITTE大阪に１店舗、足立区のららテラス北綾瀬に
１店舗、千葉県船橋市のららぽーとTOKYO-BAYに１店舗の計３店舗、「ウルフギャング・ステーキハウス」を港区のニュウマン
高輪に１店舗、「ティム・ホー・ワン」を千葉県船橋市のららぽーとTOKYO-BAYに１店舗、「フージンツリー」を渋谷区の原宿
クエストに１店舗、「ハードロックカフェ」のハードロックカフェロックショップを大阪市中央区難波に１店舗、「サラベス」を
港区のGREEN TERRACE表参道に１店舗、横浜市中区のBASEGATE横浜関内に１店舗の計２店舗出店いたしました。
　以上の結果、当連結会計年度の業績は、売上高34,518百万円（前期比8.0％増）、営業利益1,272百万円（前期比69.9%増）、
経常利益1,385百万円（前期比97.7%増）となりました。また、特別利益に「受取立退料」及び「リース解約益」等を計上、特別
損失に「減損損失」及び「店舗閉鎖損失」等を計上したことにより、親会社株主に帰属する当期純利益は235百万円（前期比
74.6％減）となりました。
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当事業年度の事業の状況*(1)*

　

34,518
百万円

事業部門別
売上高

その他事業部

29.5％
ウルフギャング・
ステーキハウス事業部

29.2％

カプリチョーザ事業部

20.6％

ババ・ガンプ・
シュリンプ事業部

4.3％

ハードロックカフェ
事業部

8.3％

ティム・ホー・ワン事業部

8.1％

　

　 　

　 　

第71期
（2025年３月期）

9,130
10,069

第72期
（2026年３月期）

ウルフギャング・ステーキハウス事業部
（単位：百万円）

10.3％増

第71期
（2025年３月期）

6,376
7,095

第72期
（2026年３月期）

カプリチョーザ事業部
（単位：百万円）

11.3％増

第71期
（2025年３月期）

2,394
2,881

第72期
（2026年３月期）

ハードロックカフェ事業部
（単位：百万円）

20.3％増

第71期
（2025年３月期）

3,016 2,802

第72期
（2026年３月期）

ティム・ホー・ワン事業部
（単位：百万円）

7.1％減

第71期
（2025年３月期）

1,347 1,495

第72期
（2026年３月期）

ババ・ガンプ・シュリンプ事業部
（単位：百万円）

11.0％増

第71期
（2025年３月期）

9,688 10,174

第72期
（2026年３月期）

5.0％増

その他事業部
（単位：百万円）

事業部門別売上状況
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当事業年度の事業の状況*(1)*

ウルフギャング・ステーキハウス事業 高輪店 開店
カプリチョーザ事業 KITTE大阪店 開店
カプリチョーザ事業 ららテラス北綾瀬店 開店
カプリチョーザ事業 ららぽーとTOKYO-BAY店 開店
ハードロックカフェ事業 大阪なんば　ロックショップ 開店
ティム・ホー・ワン事業 ららぽーとTOKYO-BAY店 開店
その他事業 フージンツリー　原宿クエスト店 開店
その他事業 サラベス　表参道店 開店
その他事業 サラベス　BASEGATE横浜関内店 開店
会社統括業務 本社 移転

その他事業 ブヴェット　London店 開店予定
その他事業 カサフリアン　東京店 開店予定

ティム・ホー・ワン事業 Hell's Kitchen店 閉店
ティム・ホー・ワン事業 新宿サザンテラス店 閉店
その他事業 Flora Plant Kitchen　Miami店 譲渡

❷ 設備投資の状況
　当連結会計年度中において実施いたしました企業集団の設備投資の総額は2,684百万円（店舗賃借に係る保証金を含む）で、
主なものは次のとおりであります。
イ．当連結会計年度中に完成した主要設備

ロ．当連結会計年度において継続中の主要設備の新設、拡充

ハ．当連結会計年度中に実施した重要な固定資産の売却、撤去、滅失

（注）海外子会社が運営する店舗は2025年12月31日現在の内容であります。

❸ 資金調達の状況
　当連結会計年度中に、当社グループは所要資金として、金融機関より長期借入金として2,250百万円の調達を実施しました。
　その他の増資、社債発行等による資金調達は行っておりません。

❹ 事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
　該当事項はありません。

❺ 他の会社の事業の譲受けの状況
　該当事項はありません。

❻ 吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
　該当事項はありません。

❼ 他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
　当社は2025年12月4日を効力発生日として、子会社のFLORA PLANT KITCHEN HOLDING, LLC及びFLORA MIAMI, LLCの
全持分を譲渡いたしました。
（注）海外子会社の状況については、2025年12月31日現在を記載しております。
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当事業年度の事業の状況*(2)*

第69期
（2023年３月期）

第70期
（2024年３月期）

第71期
（2025年３月期）

第72期
（2026年３月期）

26,174
30,950 31,952 34,518

売上高 （単位：百万円）

第69期
（2023年３月期）

第70期
（2024年３月期）

第71期
（2025年３月期）

第72期
（2026年３月期）

940 1,053 930

235

親会社株主に帰属する当期純利益（単位：百万円）

第69期
（2023年３月期）

第70期
（2024年３月期）

第71期
（2025年３月期）

第72期
（2026年３月期）

149.56 168.36 148.77

37.67

１株当たり当期純利益 （単位：円）

第69期
（2023年３月期）

第70期
（2024年３月期）

第71期
（2025年３月期）

第72期
（2026年３月期）

21,119 23,048 22,549 23,985

総資産 （単位：百万円）

第69期
（2023年３月期）

第70期
（2024年３月期）

第71期
（2025年３月期）

第72期
（2026年３月期）

6,265
7,375 8,109 7,936

純資産 （単位：百万円）

第69期
（2023年３月期）

第70期
（2024年３月期）

第71期
（2025年３月期）

第72期
（2026年３月期）

748.67
885.65

1,027.54 1,048.11
１株当たり純資産額 （単位：円）

区分 第69期
(2023年３月期)

第70期
(2024年３月期)

第71期
(2025年３月期)

第72期
(当連結会計年度)
(2026年３月期)

売上高（千円） 26,174,187 30,950,001 31,952,794 34,518,241

親会社株主に帰属する当期純利益（千円） 940,527 1,053,651 930,006 235,882

１株当たり当期純利益（円） 149.56 168.36 148.77 37.67

総資産（千円） 21,119,817 23,048,879 22,549,794 23,985,723

純資産（千円） 6,265,996 7,375,087 8,109,802 7,936,831

１株当たり純資産額（円） 748.67 885.65 1,027.54 1,048.11

(２) 当事業年度の事業の状況

❶ 企業集団の財産及び損益の状況

（注）米国会計基準を採用している在外連結子会社において、ASC Topic842「リース」を第69期より適用しております。
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当事業年度の事業の状況*(2)*

区分 第69期
(2023年３月期)

第70期
(2024年３月期)

第71期
(2025年３月期)

第72期
(当事業年度)

(2026年３月期)

売上高（千円） 577,471 641,354 697,909 846,188

当期純利益（千円） 162,652 211,504 51,024 72,188

１株当たり当期純利益（円） 25.86 33.80 8.16 11.53

総資産（千円） 6,932,683 8,259,085 8,637,048 9,758,231

純資産（千円） 3,799,972 3,830,554 3,930,714 3,914,925

１株当たり純資産額（円） 604.98 613.56 628.45 624.84

❷ 当社の財産及び損益の状況
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重要な子会社の状況、対処すべき課題

会社名 資本金 当社の
出資比率 主要な事業内容

株式会社WDI JAPAN 10,000千円 100.0％ 日本におけるレストラン事業及び
加盟店の管理、海外加盟店の管理

WDI International, Inc. US$ 12,000,000 100.0％ 米国におけるレストラン事業及び
海外加盟店の管理

P.T. WDI Indonesia IDR 27,993,900,000 100.0％ インドネシアにおけるレストラン事業

WDI UK Ltd. GBP 4,500,000 100.0％ 英国におけるレストラン事業

株式会社Wolfgang's Steakhouse JAPAN 45,000千円 50.0％ 日本におけるレストラン事業

(３) 重要な子会社の状況

（注）１. P.T. WDI Indonesia、株式会社Wolfgang's Steakhouse JAPANの出資比率には間接保有を含んでおります。
２. 当事業年度の末日における特定完全子会社はありません。

(４) 対処すべき課題
　今後の外食産業を取り巻く経済環境は、地政学的リスクの高まりや資源・エネルギー価格高騰に加え、国際物流への影響から、
景気の下振れリスクが懸念されます。また、国内においては、雇用・所得環境の改善により、緩やかな回復基調で推移してまいり
ました。一方で、少子高齢化に伴う労働力不足に加え、地政学的リスクによる原材料及びエネルギー価格高騰の長期化など、依然
として課題は少なくありません。
　当社グループといたしましては2025年度より「信頼されるブランド創り」をテーマとして掲げ、5つのフィロソフィーである
「ホスピタリティ」「本物志向」「チャレンジスピリッツ」「グローバル」「サステイナビリティ」を念頭に置きながら、様々な
施策に取り組んでおります。
　なお、重点的に取り組む施策は以下のとおりです。

❶ DE&I（ダイバーシティ、エクイティ＆インクルージョン）の推進

　「信頼されるブランド創り」の実現には、DE＆Iを基盤とした信頼されるチーム創りが必要と考えております。スタッフ一人ひ
とりの多様性を尊重し、お互いを理解することで誰もが安心して働けるインクルーシブな職場環境の実現を進めてまいります。ま
た、お客様だけでなく一緒に働く仲間へのホスピタリティを大切にして、継続的により良い職場環境の実現を目指してまいりま
す。
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重要な子会社の状況、対処すべき課題

❷ 「Brand Lab Project」の取り組み

　約15年続いた「地域一番店プロジェクト」を再構築し、2025年度より新たに「Brand Lab Project」がスタートしました。本
プロジェクトでは“ブランド”と改めて向き合い、理解を深めることで「信頼されるブランド創り」を目指しております。
　2025年度はブランドのコンセプト及びストーリーの理解を深めることに注力してまいりました。2026年度は、それを発信へ
とつなげ、スタッフ一人ひとりがブランドの伝道師となって料理、サービス、ホスピタリティを通じて、ブランドの魅力をお客様
に伝えてまいります。

❸ Q.S.C.A（Quality・Service・Cleanliness・Atmosphere）の向上

　当社グループは、Q（クオリティ＝品質）、S（サービス）、C（クレンリネス＝清潔）に加え、A（アトモスフィア＝雰囲気）
を重視し、日々改善に取り組んでおります。信頼されるブランド価値の向上に向けて、WDIの強みであるマルチブランドそれぞ
れの個性をさらに磨き上げ、Q.S.C.Aの質を一層高めてまいります。これにより、差別化を図り、WDIらしい独自性の高いブラン
ドづくりを確立してまいります。

❹ サステイナビリティ経営の取り組み

　2026年度の当社グループのサステイナビリティ経営としては、引き続き、「環境」「食材」「人財」の大きな3つのテーマに
ついて、アクションを進めてまいります。
　「環境」においては、2025年度に６ブランド９店舗がエコマーク認定を取得しました。また、エネルギー（水光熱）について
も、お客様１名あたりの使用量を前年より引き下げる取り組みを進めてまいります。「食材」においては、サステイナブル食材・
飲料の活用及び食品ロス問題への取り組みを進めてまいります。「人財」においては、Great Place To WorkⓇ Institute Japan
が実施する「働きがい認定企業」に認定されました。引き続き、働く環境の整備を進め、定着率向上を目指した取り組みを進めて
まいります。
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会社役員の状況

会社における地位 氏名 担当及び重要な兼職の状況

代表取締役 清　水　　　謙

株式会社WDI JAPAN　代表取締役
P.T. WDI Indonesia　コミッショナー
WDI UK Ltd.　取締役
株式会社Wolfgang's Steakhouse JAPAN　代表取締役
株式会社プロネクサス　社外取締役

取締役会長 清　水　洋　二

取締役 佐々木　智　晴

管理本部本部長
株式会社WDI JAPAN　取締役
WDI International, Inc.　取締役
株式会社Wolfgang's Steakhouse JAPAN　監査役

取締役 堀　内　　　順

WDI International, Inc.　代表取締役
P.T. WDI Indonesia　プレジデント・ダイレクター
WDI UK Ltd.　代表取締役
株式会社Wolfgang's Steakhouse JAPAN　取締役

取締役 中　谷　　　巌 株式会社不識庵　代表取締役

取締役 阿　部　　　佳

レ・クレドールジャパン　名誉会員
レ・クレドールインターナショナル　名誉会員
明海大学 ホスピタリティ・ツーリズム学部　特任教授
明海大学 ホスピタリティ・ツーリズム総合研究所　研究員
合同会社ケイプラス　代表社員

常勤監査役 松　尾　欣　治 株式会社WDI JAPAN　監査役

監査役 藤　本　幸　一

監査役 田　島　弓　子
ブラマンテ株式会社　代表取締役
レバレッジコンサルティング株式会社　取締役
サイバートラスト株式会社　社外取締役

(５) 会社役員の状況

❶ 取締役及び監査役の状況（2026年３月31日現在）

（注）１. 取締役中谷巌氏、阿部佳氏は社外取締役であります。
２. 常勤監査役松尾欣治氏、監査役藤本幸一氏及び監査役田島弓子氏は、社外監査役であります。
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会社役員の状況

３. 常勤監査役松尾欣治氏は、我が国の金融機関において多くの要職を歴任しており、財務及び会計に関する相当程度の知見を有するもので
あります。
監査役藤本幸一氏は、他社においてコンプライアンス、リスク管理等の責任者を歴任しており､財務及び会計に関する相当程度の知見を有
するものであります。
監査役田島弓子氏は、長年にわたる経営者としての豊富な経験と専門的な知見を有するものであります。

４. 当社は、取締役中谷巌氏、取締役阿部佳氏、常勤監査役松尾欣治氏、監査役藤本幸一氏及び監査役田島弓子氏の５名を東京証券取引所の
定めに基づく独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

❷ 責任限定契約の内容の概要

　当社と取締役（業務執行取締役等であるものを除く）及び監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１
項の損害賠償責任を限定する契約を締結しております。当該契約に基づく損害賠償責任の限度額は、会社法第425条第１項各号に
定める金額の合計額としております。

❸ 役員等賠償責任保険契約の概要等

　当社は、会社法第430条の３第１項に規定する役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約の
被保険者の範囲は当社の取締役及び監査役であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約により被保険者の職務
遂行上の過失等を理由とする法律上の損害賠償責任に関わる損害を塡補することとしております。ただし、被保険者の職務の執行
の適正性が損なわれないようにするため、被保険者による犯罪行為等に起因する損害等の場合には塡補の対象としないこととして
おります。

❹ 取締役及び監査役の報酬等の額

イ. 役員報酬等の内容の決定に関する方針等
　当社は、取締役会において、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針を決議しております。
　また、当該事業年度の取締役の個人別の報酬等の内容の決定に当たっては、株主総会でご承認いただいた報酬限度内で取締役
会決議により代表取締役社長に一任するに当たり、決定方針に記載の内容を十分に尊重して決定するよう要請したうえで一任し
ており、その内容は決定方針に沿うものであると判断しております。
　取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針の内容は次のとおりです。
ａ. 基本方針

　取締役の報酬は、固定報酬としての基本報酬及び非金銭報酬としての株式報酬により構成するものとする。
　基本報酬と非金銭報酬の構成割合は、他社の動向や取締役報酬の水準等を踏まえ、取締役の報酬全体として企業価値向上の
ための適切なインセンティブとなるように割合を決定する。

ｂ. 基本報酬に関する方針
　基本報酬は、月毎に固定額を支払うもので、各取締役の職責・担当領域の規模、会社の業績等に基づき、その金額を設定す
るものとする。

ｃ. 非金銭報酬等に関する方針
　非金銭報酬は、当社の取締役（社外取締役を除く。）に対し株価変動のメリットとリスクを株主の皆様と共有し、株価上昇
及び企業価値向上への貢献意欲を従来以上に高めるため、株主総会で決定した報酬総額の限度内において予め定められた額
で、各取締役の役位に応じた数の当社普通株式を用いた譲渡制限付株式を交付するものとする。
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会社役員の状況

区分 報酬等の総額
報酬等の種類別の総額

対象となる役員の
員数

基本報酬 業績連動報酬等 非金銭報酬等

取締役
(うち社外取締役)

145,104千円
(9,600千円)

141,240千円
(9,600千円)

－千円
(－千円)

3,864千円
(－千円)

6名
(2名)

監査役
(うち社外監査役)

19,200千円
(19,200千円)

19,200千円
(19,200千円)

－千円
(－千円)

－千円
(－千円)

3名
(3名)

合計
(うち社外役員)

164,304千円
(28,800千円)

160,440千円
(28,800千円)

－千円
(－千円)

3,864千円
(－千円)

9名
(5名)

　なお、譲渡制限付株式の交付の時期や条件は、その目的に適うものを決定する。
ｄ. 個人別の報酬等の内容についての決定に関する事項

　取締役の個人別の基本報酬及び非金銭報酬の具体的金額は、取締役会決議に基づき委任を受けた代表取締役社長が、本方針
に沿って決定するものとする。

ロ. 取締役の個人別の報酬等の決定に係る委任に関する事項
　取締役会は、代表取締役清水謙に対し各取締役の基本報酬の額の決定を委任しております。委任した理由は、当社全体の業績
等を勘案しつつ各取締役の担当部門について評価を行うには代表取締役が適していると判断したためであります。

ハ. 当該事業年度に係る報酬等の総額

（注）１. 取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２. 非金銭報酬等の内容は譲渡制限付株式報酬制度に基づく当社株式であり、当事業年度における費用計上額を記載しております。なお、割

当ての際の条件等は「イ．役員報酬等の内容の決定に関する方針等」のとおりであります。
３. 取締役の報酬限度額は、1997年５月29日開催の第43期定時株主総会において年額200,000千円以内と決議いただいております。当該定

時株主総会終結時点の取締役の員数は、４名であります。
また、金銭報酬とは別枠で、2022年６月28日開催の第68期定時株主総会において、株式報酬の額として年額50,000千円以内（社外取
締役は付与対象外）と決議しております。当該定時株主総会終結時点の対象取締役の員数は、４名であります。

４. 監査役の報酬限度額は、1997年５月29日開催の第43期定時株主総会において年額50,000千円以内と決議いただいております。当該定
時株主総会終結時点の監査役の員数は、１名であります。
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会社役員の状況

活動状況

取締役 中　谷　　　巌
当事業年度に開催された取締役会19回のうち18回に出席いたしました。学識者及び他社の
取締役を歴任されてきた豊富な経験と幅広い知識に基づき、経営の監督と経営全般への助言
など社外取締役に求められる役割・責務を十分に発揮しております。また、取締役会におい
て、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っております。

取締役 阿　部　　　佳
当事業年度に開催された取締役会19回、全てに出席いたしました。豊富な経験と幅広い知
識に基づき、経営の監督と経営全般への助言など社外取締役に求められる役割・責務を十分
に発揮しております。また、取締役会において、取締役会の意思決定の妥当性・適正性を確
保するための助言・提言を行っております。

監査役 松　尾　欣　治
当事業年度に開催された取締役会19回、全てに出席し、監査役会15回、全てに出席いたし
ました。財務及び会計に関する豊富な経験と知見に基づき、取締役会の決定の妥当性・適正
性を確保するための助言・提言を行っております。また、監査役会において、当社の経理シ
ステムならびに内部監査等について適宜、必要な発言を行っております。

監査役 藤　本　幸　一
当事業年度に開催された取締役会19回、全てに出席し、監査役会15回、全てに出席いたし
ました。財務及び会計に関する豊富な経験と知見に基づき、取締役会の決定の妥当性・適正
性を確保するための助言・提言を行っております。また、監査役会において、当社の経理シ
ステムならびに内部監査等について適宜、必要な発言を行っております。

監査役 田　島　弓　子
当事業年度に開催された取締役会19回、全てに出席し、監査役会15回、全てに出席いたし
ました。経営者としての豊富な経験と知見に基づき、取締役会において、取締役会の決定の
妥当性・適正性を確保するための助言・提言を行っております。また、監査役会において、
当社の経理システムならびに内部監査等について適宜、必要な発言を行っております。

❺ 社外役員に関する事項

イ. 他の法人等の重要な兼職の状況及び当社と当該他の法人等との関係
　取締役中谷巌氏は、株式会社不識庵の代表取締役であります。当社と兼職先との間には特別な関係はありません。
　取締役阿部佳氏は、レ・クレドールジャパンの名誉会員、レ・クレドールインターナショナルの名誉会員、明海大学ホスピタ
リティ・ツーリズム学部の特任教授、明海大学ホスピタリティ・ツーリズム総合研究所の研究員及び合同会社ケイプラスの代表
社員であります。当社と各兼職先との間には特別な関係はありません。
　監査役松尾欣治氏は、株式会社WDI JAPANの監査役であります。なお、株式会社WDI JAPANは、当社の完全子会社であり
ます。
　監査役田島弓子氏は、ブラマンテ株式会社の代表取締役、レバレッジコンサルティング株式会社の取締役及びサイバートラス
ト株式会社の社外取締役であります。当社と各兼職先との間には特別な関係はありません。

ロ. 当事業年度における主な活動状況
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連結貸借対照表

連 結 貸 借 対 照 表　（2026年３月31日現在）

資　産　の　部 負　債　の　部
科目 金額 科目 金額

流動資産

現金及び預金

売掛金

棚卸資産

預け金

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物

工具、器具及び備品

土地

建設仮勘定

使用権資産

その他

無形固定資産

その他

投資その他の資産

敷金保証金

投資有価証券

繰延税金資産

その他

貸倒引当金
　

9,555,495

5,776,476

1,257,974

1,288,098

748,084

489,317

△4,456

14,430,228

11,556,355

4,827,424

942,808

2,490,358

64,508

3,221,076

10,178

138,779

138,779

2,735,093

1,891,770

232,595

304,888

306,164

△324
　

流動負債 6,617,156
買掛金 1,039,596
1年内返済予定の長期借入金 1,261,794
資産除去債務 85,800
未払金 1,713,875
未払費用 741,607
未払法人税等 624,115
賞与引当金 214,981
販売促進引当金 46,700
リース債務 521,355
その他 367,329

固定負債 9,431,735
長期借入金 4,798,279
繰延税金負債 1,088,530
退職給付に係る負債 1,846
リース債務 3,354,224
その他 188,854

負　債　合　計 16,048,891
純　資　産　の　部

株主資本 7,108,236
資本金 50,000
資本剰余金 1,151,119
利益剰余金 6,056,390
自己株式 △149,273

その他の包括利益累計額 △541,298
その他有価証券評価差額金 91,901
為替換算調整勘定 △633,200

非支配株主持分 1,369,894
純　資　産　合　計 7,936,831

資　産　合　計 23,985,723 負 債 純 資 産 合 計 23,985,723

（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結損益計算書

連 結 損 益 計 算 書　（2025年4月1日から2026年3月31日まで）

科　目 金　額
売上高 34,518,241
売上原価 10,012,706
売上総利益 24,505,535
販売費及び一般管理費 23,232,674
営業利益 1,272,860
営業外収益
受取利息 14,156
為替差益 220,929
その他 44,861 279,947
営業外費用
支払利息 91,569
持分法による投資損失 59,839
その他 15,418 166,827
経常利益 1,385,979
特別利益
固定資産売却益 15,315
資産除去債務戻入益 10,242
受取立退料 313,000
子会社株式売却益 46,806
リース解約益 93,662 479,026
特別損失
減損損失 974,339
店舗閉鎖損失 95,229
その他 7,778 1,077,346
税金等調整前当期純利益 787,659
法人税、住民税及び事業税 852,941
法人税等調整額 △141,765 711,175
当期純利益 76,484
非支配株主に帰属する当期純損失(△) △159,398
親会社株主に帰属する当期純利益 235,882

（単位：千円）

（注）　記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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貸借対照表

貸 借 対 照 表　（2026年３月31日現在）

資　産　の　部 負　債　の　部
科目 金額 科目 金額

流動資産

現金及び預金

売掛金

棚卸資産

前払費用

1年内回収予定の関係会社長期貸付金

未収入金

固定資産

有形固定資産

建物

車両運搬具

工具、器具及び備品

土地

無形固定資産

借地権

商標権

投資その他の資産

関係会社株式

長期前払費用

敷金保証金

関係会社長期貸付金

投資有価証券

貸倒引当金
　

2,844,496

1,761,271

421,579

1,068

14,668

635,000

10,907

6,913,735

3,747,674

1,248,821

8,443

51

2,490,358

49,509

48,000

1,509

3,116,551

1,056,274

44,117

650

3,154,898

143,330

△1,282,718
　

流動負債 1,013,248
1年内返済予定の長期借入金 909,700
未払金 15,705
未払法人税等 70,438
未払消費税等 10,141
賞与引当金 2,237
その他 5,025

固定負債 4,830,057
長期借入金 3,735,791
預り保証金 5,736
繰延税金負債 1,088,530

負　債　合　計 5,843,306
純　資　産　の　部

株主資本 3,823,024
資本金 50,000
資本剰余金 1,148,885
資本準備金 588,655
その他資本剰余金 560,229

利益剰余金 2,773,412
利益準備金 12,418
その他利益剰余金 2,760,993
圧縮積立金 1,911,968
繰越利益剰余金 849,025

自己株式 △149,273
評価・換算差額等 91,901

その他有価証券評価差額金 91,901
純　資　産　合　計 3,914,925

資　産　合　計 9,758,231 負 債 純 資 産 合 計 9,758,231

（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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損益計算書

損 益 計 算 書　（2025年4月1日から2026年3月31日まで）

科　目 金　額
売上高 846,188

売上原価 46,819

売上総利益 799,368

販売費及び一般管理費 458,723

営業利益 340,645

営業外収益

為替差益 89,969

受取利息 142,252

その他 3 232,225

営業外費用

支払利息 63,457

その他 2,980 66,438

経常利益 506,433

特別損失

貸倒引当金繰入額 362,788 362,788

税引前当期純利益 143,644

法人税、住民税及び事業税 70,830

法人税等調整額 625 71,455

当期純利益 72,188

（単位：千円）

（注） 記載金額は、千円未満を切り捨てて表示しております。
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連結計算書類に係る会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 髙 橋  康 之
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 山 口  昌 良

独立監査人の監査報告書
2026年５月22日

株式会社ＷＤＩ
　取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
東京事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社ＷＤＩの2025年４月１日から2026年３
月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本等
変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
　当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、株式会社ＷＤＩ及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の状況
を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法
人は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を
含む。）に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果
たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開
示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用に
おける取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
　連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払
うことにある。

連結計算書類に係る会計監査報告

29



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2026/05/29 15:54:52 / 25299901_株式会社ＷＤＩ_招集通知_電子提供措置用

連結計算書類に係る会計監査報告

　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事
実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適切
であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重要
な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書類に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計
すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断
される。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的
専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した

監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制
を検討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

・　経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査
証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認
められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書に
おいて連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結計算書類の注記事
項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の
結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企
業として存続できなくなる可能性がある。
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・　連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並びに連結計
算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

・　連結計算書類に対する意見表明の基礎となる、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切な監
査証拠を入手するために、連結計算書類の監査を計画し実施する。監査人は、連結計算書類の監査に関する
指揮、監督及び査閲に関して責任がある。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した
内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につい
て報告を行う。

監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対
応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合
はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害
関係はない。

以　上

31



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2026/05/29 15:54:52 / 25299901_株式会社ＷＤＩ_招集通知_電子提供措置用

計算書類に係る会計監査報告

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 髙 橋  康 之
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 山 口  昌 良

独立監査人の監査報告書
2026年５月22日

株式会社ＷＤＩ
　取締役会　御中

太陽有限責任監査法人
東京事務所

　
監査意見
　当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社ＷＤＩの2025年４月１日から
2026年３月31日までの第72期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動
計算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
　当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
て、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと
認める。

監査意見の根拠
　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の基
準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法人
は、我が国における職業倫理に関する規定（社会的影響度の高い事業体の財務諸表監査に適用される規定を含
む。）に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監
査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
　その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し開
示することにある。また、監査役及び監査役会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用に
おける取締役の職務の執行を監視することにある。
　当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人はそ
の他の記載内容に対して意見を表明するものではない。

計算書類に係る会計監査報告
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　計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その他
の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討する
こと、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を払うこ
とにある。
　当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その事
実を報告することが求められている。
　その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者並びに監査役及び監査役会の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作成
し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し適正
に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
　計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切であ
るかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に関す
る事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
　監査役及び監査役会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視するこ
とにある。

計算書類等の監査における監査人の責任
　監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要な
虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に対す
る意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集計する
と、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判断され
る。
　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業的
専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・　不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応した

監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明の基礎と
なる十分かつ適切な監査証拠を入手する。

・　計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人は、
リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部統制を検
討する。

・　経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積りの
合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。

33



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告

2026/05/29 15:54:52 / 25299901_株式会社ＷＤＩ_招集通知_電子提供措置用

計算書類に係る会計監査報告

・　経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監査証
拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め
られるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監査報告書にお
いて計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類等の注記事項が適
切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められている。監査人の結論は、
監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業として
存続できなくなる可能性がある。

・　計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠し
ているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計算書類等
が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

　監査人は、監査役及び監査役会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した
内部統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項につい
て報告を行う。
　監査人は、監査役及び監査役会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守し
たこと、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対
応策を講じている場合又は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合
はその内容について報告を行う。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上
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監　査　報　告　書
　当監査役会は、2025年４月１日から2026年３月31日までの第72期事業年度における取締役の職務の執行
に関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の結果、監査役全員の一致した意見として、本監査
報告書を作成し、以下のとおり報告いたします。

１. 監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告を
受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を
求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、内部監査室その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるととも
に、以下の方法で監査を実施いたしました。
①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を受
け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社、支社や営業店舗において業務及び財
産の状況を調査致しました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情
報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受け、子会社に赴き、その業務及び財産の状況
を調査いたしました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制そ
の他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法
施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基
づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用の
状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会計
監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号に
掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（企業会計審議会）等に従って整備している旨の通知を
受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）、及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借対照表、連
結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

監査役会の監査報告
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２. 監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果
①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認めま
す。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められませ
ん。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制システム
に関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められません。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
　会計監査人太陽有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

常勤監査役 松 尾 欣 治 ㊞
監 査 役 藤 本 幸 一 ㊞
監 査 役 田 島 弓 子 ㊞

2026年５月25日
株式会社ＷＤＩ　監査役会

　
（注）常勤監査役松尾欣治、監査役藤本幸一及び監査役田島弓子は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に定める社外監査役であります。

以　上
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当社では、株主の皆様の日頃からのご支援に感謝するとともに、
当社グループの事業をより一層ご理解いただくため、株主優待制度を導入しております。

株 主 優 待 の ご 案 内

毎年3月末日現在の株主名簿に記載された、100株以上保有の株主様を対象とさせていただきます。
毎年、6月下旬から7月の贈呈を予定しております。対象株主と贈呈時期

　当社グループ国内全店舗（FC店舗等含む）にてご利用可能な、QR
コードを活用した電子チケットによる株主優待券を贈呈いたします。

■ 株主優待品『株主優待券（電子チケット）』

　6月下旬から7月頃に「株主優待のご案内」書面を郵送いたしますの
で、同書面に記載された手順に沿ってアプリをダウンロードのうえ、
電子チケットをチャージしてください。
　店舗でご利用の際は、お会計時にアプリにて店頭のQRコードを読み
取り、決済いただく流れとなります。
　電子チケットのご利用には、「region Pay」アプリのご登録が必要
となります。

■ 株主優待券（電子チケット）のご利用方法

株主優待通知書を
発送

店舗で利用できる電子チケットを
アプリへチャージ

店舗のQRで 
決済完了！1 2 3

株主様

保有株式数 株主優待内容

100株以上 500株未満 株主優待券（電子チケット）（3,000円分）

500株以上 1,000株未満 株主優待券（電子チケット）（20,000円分）

1,000株以上 2,000株未満 株主優待券（電子チケット）（30,000円分）

2,000株以上 3,000株未満 株主優待券（電子チケット）（40,000円分）

3,000株以上 5,000株未満 株主優待券（電子チケット）（50,000円分）

5,000株以上 株主優待券（電子チケット）（60,000円分）

継続保有期間 株主優待内容

５年以上 10年未満 株主優待券（電子チケット）（3,000円分）

10年以上 株主優待券（電子チケット）（6,000円分）

■ 優待制度の内容

（カプリチョーザの一部店舗、エッグスンシングスの一部店舗及び券売機導入店舗は
ご利用対象外）

　当社のホームページでは株主・投資家の皆様に対して、企業情報や財務情報につ
いて、積極的に情報開示を行っております。当社をよりご理解いただけるよう、展
開するブランドの情報や企業情報、適時開示情報などのコンテンツを用意しており
ますので、是非アクセスしてください。

検索WDI

ホームページのご案内

https://www.wdi.co.jp
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サステイナビリティ
経営
外食参入50周年を機に方針を定めた
「サステイナビリティ経営」。
「環境」「食材」「人財」の3つの分科会が、
One Team（ALL WDI）でのアクションを進めています。

2026年度アクションと目標

人 財
3 Great Place To WorkRInstitute Japanが実施する

「働きがい認定企業」の継続認定を目指します。

2 新卒、キャリア入社３年間定着率50％以上を目指します。
1 新卒初年度定着率80％以上を目指します。

食 材
2 食品ロスに対応すべく、食品リサイクル率70%以上を目指します。
1 国内食材の発掘、活用推進、ストーリーの追求を目指します。

環 境 1 水光熱使用量の前年比削減を目指します。

2025年度結果

2 生ごみのリサイクル率60%以上の目標に対し、 
リサイクル率74.6％を達成しました！

1 サステイナブル食材・飲料の活用、10アイテム達成の目標に対し、
13アイテム達成しました！

食 材

人 財 Great Place To WorkRInstitute Japanが実施する
「働きがい認定企業」に認定されました！

環 境 エコマーク取得目標3ブランドに対し、6ブランド9店舗で取得しました！
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　高輪ゲートウェイシティの新施設「ニュウマン高輪　LUFTBAUM（ル
フトバウム）」の最上階となる29階にオープンしました！「ウルフギャ
ング・ステーキハウス」ブランドとして、世界最高層に位置する店舗と
なります。レインボーブリッジをはじめとする壮大なパノラマ空間で、
極上ステーキをお楽しみいただけます。希少性の高い「但馬太田牛」を
使用したメニューは、高輪店でしか味わえない特別な一皿です。

2025.9.12
Wolfgang's Steakhouse 高輪店

2025.6.5

カプリチョーザ
KITTE大阪店

2025.10.31

カプリチョーザ
ららぽーとTOKYO-BAY店

2025.6.24

カプリチョーザ
ららテラス北綾瀬店

2025年度
出店店舗、
2026年度
出店予定店舗

PICK UP
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　フージンツリー、コレド室町テラ
ス店に続く日本2号店を、複合商業
施設「原宿クエスト」5階にオープ
ンしました！台湾の原風景をコンセ
プトにした店内デザインは、一歩足
を踏み入れると台湾の素朴で温かみ
のある風景を思い起こさせます。表
参道の景観を楽しみながら、特別な
食事のひとときをお楽しみいただけ
ます。フカヒレ、アワビといった高
級食材、干しナマコ、干し貝柱など
の乾物、スペアリブなどを壺に詰め、
特 製 ス ー プ で じ っ く り 煮 込 ん だ
「ぶっとびスープ」は、原宿クエス
ト店限定メニューです。

2025.11.18
富錦樹台菜香檳（フージンツリー）
原宿クエスト店

2025.10.31

Tim Ho Wan
ららぽーとTOKYO-BAY店

2025.12.15

Sarabeth's
表参道店

2025.12.3

Hard Rock Cafe
大阪なんば ROCK SHOP

PICK UP
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2026.1.26

レストランサポートセンター
（移転）

2026.3.17

カプリチョーザ
リンクスウメダ店

（リニューアルオープン）

2026.4.27

カプリチョーザ
池袋IT tower TOKYO店

Buvette
LONDON店

（完成前）

2026.6（予定）

　サラベス初の神奈川エリア出店となる、「サラベスBASEGATE横浜関内店」を複合街区
「BASEGATE横浜関内」2階にオープンしました！「URBAN CLASSIC COMFORT」をデザイ
ンコンセプトに、創業者サラベス・レヴィーンが紡いできた“料理の味わいと彩り”をより一層引
き立てる空間を目指しました。港町・横浜をイメージし、シーフードをメインにした「クラブ
ミートロールサンド」と、ドイツから直輸入したプレッツェルブレッドをカリッと香ばしくグリ
ルした「プレッツェルチーズサンド」は、BASEGATE横浜関内店でしか食べられません。

2026.3.19
Sarabeth's BASEGATE横浜関内店

PICK UP
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Bubba Gump Shrimp
ババガンプ名物

シュリンパーズネットキャッチ

TR FIRE GRILL
バーベキューベイビーバックリブ

浅草 ちんや
和牛100％ビーフハンバーグ

WDIが展開する本格冷凍食品ブランド「#On The Dish」では、
世界の名店で愛される人気メニューや、各地で親しまれるローカル料理を、

現地の味・品質そのままにWDIのシェフが丁寧に再現。
手軽に本格レストランの味をご家庭で楽しめます。

以下は、自信を持っておすすめする、人気商品です。
ぜひ一度お試しいただき、「#On The Dish」の世界をご体験ください。

本格冷凍食品「#On The Dish」のご紹介

人気レストランの味をご家庭で

20％OFFクーポンをご利用いただけます。

お試しクーポンをご利用ください。

※配布予定枚数を超えた場合は利用期限前に終了する可能性があります。

KABU26（おひとり様1回限り）クーポンコード

2026年６月11日から2026年８月31日まで。利用期間
ご注文は
コチラから

⬅
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見やすく読みまちがえにくい
ユニバーサルデザインフォント
を採用しています。

株 主 総 会  会 場 ご 案 内 図

株主総会にご出席の株主様へのお土産のご用意は
ございません。
何卒ご理解くださいますようお願い申しあげます。

霞が関
ビルディング

ANA
インター

コンチネンタル
ホテル東京

虎ノ門
ツイン

ビルディング

虎ノ門
ヒルズ
森タワー

特許庁

赤坂
インターシティ

AIR

アメリカ
合衆国
大使館

大倉
集古館

桜
田
通
り

六
本
木
通
り

首
都
高
速
都
心
環
状
線

虎ノ門駅溜池山王駅

外堀通り銀座線

新虎通り

虎の門
病院

虎ノ門
ヒルズ駅

共同通信
会館

ベルサール
虎ノ門

（住友不動産虎ノ門タワー内）

3

9

A2a

日本財団
ビル

日
比
谷
線

南
北
線

2階へ

お問い合わせ先：株式会社WDI　電話：03-3404-3704

駐車場の準備はいたしておりませんので、公共交通機関をご利用ください。

■ 銀座線 虎ノ門駅 3番出口徒歩4分

■ 日比谷線 虎ノ門ヒルズ駅 A2a出口徒歩5分

■ 南北線・銀座線 溜池山王駅 9番出口徒歩5分

交通機関の
ご案内

住友不動産虎ノ門タワー（旧JTビル）2階
ベルサール虎ノ門
東京都港区虎ノ門二丁目2番1号

会 場
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